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レプリケーション関係を設定する

レプリケーションジョブスケジュールの作成

データをElementからONTAPにレプリケートするかONTAPからElementにレプリケート
するかに関係なく、ジョブスケジュールを設定し、ポリシーを指定し、関係を作成して
初期化する必要があります。デフォルトまたはカスタムのポリシーを使用できます。

コマンドを使用すると、レプリケーションジョブスケジュールを作成できます job schedule cron

create。ジョブスケジュールは、スケジュールが割り当てられているデータ保護関係をSnapMirrorが自動的
に更新するタイミングを決定します。

このタスクについて

ジョブスケジュールは、データ保護関係の作成時に割り当てます。ジョブスケジュールを割り当てない場合
は、関係を手動で更新する必要があります。

ステップ

1. ジョブスケジュールを作成します。

job schedule cron create -name job_name -month month -dayofweek day_of_week

-day day_of_month -hour hour -minute minute

`-dayofweek`、および `-hour`では `-

month`、ジョブを毎月、曜日、および時間ごとに実行するように指定できます `all`。

ONTAP 9 .10.1以降では、ジョブスケジュールにSVMを含めることができます。

job schedule cron create -name job_name -vserver Vserver_name -month month

-dayofweek day_of_week -day day_of_month -hour hour -minute minute

次の例は、土曜日の午前3時に実行するという名前のジョブスケジュールを作成します my_weekly。

cluster_dst::> job schedule cron create -name my_weekly -dayofweek

"Saturday" -hour 3 -minute 0

レプリケーションポリシーをカスタマイズする

カスタムレプリケーションポリシーを作成します。

レプリケーション関係の作成時には、デフォルトまたはカスタムのポリシーを使用でき
ます。カスタムのユニファイドレプリケーションポリシーの場合は、初期化と更新の際
に転送するSnapshotコピーを決定する1つ以上の_rules_を定義する必要があります。

関係のデフォルトポリシーが適切でない場合は、カスタムレプリケーションポリシーを作成できます。たとえ
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ば、ネットワーク転送でデータを圧縮したり、SnapMirrorでSnapshotコピーの転送を試行する回数を変更し
たりできます。

このタスクについて

レプリケーションポリシーの _policy type_of によって、サポートされる関係のタイプが決まります。次の表
に、使用可能なポリシータイプを示します。

ポリシータイプ 関係タイプ

非同期ミラー SnapMirror DR

mirror-vault ユニファイド レプリケーション

ステップ

1. カスタムレプリケーションポリシーを作成します。

snapmirror policy create -vserver SVM -policy policy -type async-

mirror|mirror-vault -comment comment -tries transfer_tries -transfer-priority

low|normal -is-network-compression-enabled true|false

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

ONTAP 9 .5以降では、パラメータを使用して、SnapMirror同期関係の共通のSnapshotコピースケジュー
ルを作成するスケジュールを指定でき `-common-snapshot-schedule`ます。デフォルトでは、SnapMirror

同期関係の共通のSnapshotコピースケジュールは1時間です。SnapMirror同期関係のSnapshotコピースケ
ジュールには、30~2時間の値を指定できます。

次の例は、データ転送のためのネットワーク圧縮を有効にするSnapMirror DR用のカスタムレプリケーシ
ョンポリシーを作成します。

cluster_dst::> snapmirror policy create -vserver svm1 -policy

DR_compressed -type async-mirror -comment “DR with network compression

enabled” -is-network-compression-enabled true

次の例は、ユニファイドレプリケーション用のカスタムレプリケーションポリシーを作成します。

cluster_dst::> snapmirror policy create -vserver svm1 -policy my_unified

-type mirror-vault

終了後

「mirror-vault」ポリシータイプの場合は、初期化と更新の際に転送するSnapshotコピーを決定するルールを
定義する必要があります。

コマンドを使用し `snapmirror policy show`て、SnapMirrorポリシーが作成されたことを確認します。コマン
ド構文全体については、マニュアルページを参照してください。
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ポリシーのルールを定義する

ポリシータイプが「mirror-vault」のカスタムポリシーの場合は、初期化と更新の際に転
送するSnapshotコピーを決定するルールを少なくとも1つ定義する必要があります。ま
た、ポリシータイプが「ミラー - ヴォールト」のデフォルトポリシーのルールを定義す
ることもできます。

このタスクについて

ポリシータイプが「m irror-vault」のすべてのポリシーに、レプリケートするSnapshotコピーを指定するルー
ルが必要です。たとえば、「bi-monthly」ルールは、「bi-monthly」というSnapMirrorラベルが割り当てられ
たSnapshotコピーだけをレプリケートするように指定します。SnapMirrorラベルは、Element Snapshotコピ
ーの設定時に割り当てます。

各ポリシータイプは、1つ以上のシステム定義ルールに関連付けられます。これらのルールは、ポリシータイ
プを指定するとポリシーに自動的に割り当てられます。次の表は、システム定義のルールを示しています。

システム定義のルール ポリシータイプで使用されます 結果

sm_created 非同期ミラー、ミラーバックアッ
プ

SnapMirrorで作成されたSnapshot

コピーは、初期化と更新の際に転
送されます。

毎日 mirror-vault ソース上のSnapMirrorラベル
が「daily」の新しいSnapshotコピ
ーが初期化および更新の際に転送
されます。

毎週 mirror-vault ソース上のSnapMirrorラベル
が「weekly」の新しいSnapshotコ
ピーが初期化および更新の際に転
送されます。

毎月 mirror-vault ソース上のSnapMirrorラベル
が「monthly」の新しいSnapshotコ
ピーが初期化および更新の際に転
送されます。

デフォルトポリシーまたはカスタムポリシーに対して、必要に応じて追加のルールを指定できます。例：

• デフォルトポリシーの場合 `MirrorAndVault`は、「bi-monthly」というルールを作成して、ソース上
のSnapMirrorラベルが「bi-monthly」のSnapshotコピーを照合できます。

• ポリシータイプが「m mirror-vault」のカスタムポリシーの場合は、「bi-weekly」というルールを作成し
て、ソース上のSnapMirrorラベルが「bi-weekly」のSnapshotコピーを照合できます。

ステップ

1. ポリシーのルールを定義します。

snapmirror policy add-rule -vserver SVM -policy policy_for_rule -snapmirror

-label snapmirror-label -keep retention_count
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コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、SnapMirrorラベルのルールをデフォルト MirrorAndVault`ポリシーに追加します `bi-

monthly。

cluster_dst::> snapmirror policy add-rule -vserver svm1 -policy

MirrorAndVault -snapmirror-label bi-monthly -keep 6

次の例は、SnapMirrorラベルのルールをカスタム my_snapvault`ポリシーに追加します `bi-

weekly。

cluster_dst::> snapmirror policy add-rule -vserver svm1 -policy

my_snapvault -snapmirror-label bi-weekly -keep 26

次の例は、SnapMirrorラベルのルールをカスタム Sync`ポリシーに追加します `app_consistent。

cluster_dst::> snapmirror policy add-rule -vserver svm1 -policy Sync

-snapmirror-label app_consistent -keep 1

その後、このSnapMirrorラベルに一致するSnapshotコピーをソースクラスタからレプリケートできます。

cluster_src::> snapshot create -vserver vs1 -volume vol1 -snapshot

snapshot1 -snapmirror-label app_consistent

レプリケーション関係を作成する

ElementソースからONTAPデスティネーションへの関係を作成する

プライマリストレージのソースボリュームとセカンダリストレージのデスティネーショ
ンボリュームの関係は、「 a_data 保護関係 _ 」と呼ばれます。コマンドを使用する
と、ElementソースからONTAPデスティネーション、またはONTAPソースからElement

デスティネーションへのデータ保護関係を作成できます snapmirror create。

SnapMirrorを使用して、ElementボリュームのSnapshotコピーをONTAPデスティネーションシステムにレプ
リケートできます。これにより、 Element サイトで災害が発生した場合でも、 ONTAP システムからクライ
アントに引き続きデータを提供し、サービスのリストア後に Element ソースボリュームを再アクティブ化す
ることができます。

作業を開始する前に

• レプリケートするボリュームを含む Element ノードから ONTAP にアクセスできるようにしておく必要が
あります。

• Element ボリュームの SnapMirror レプリケーションを有効にしておく必要があります。
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• ポリシータイプ「m mirror-vault」を使用する場合は、レプリケートするElement Snapshotコピー
のSnapMirrorラベルを設定しておく必要があります。

このタスクは、またはでのみ実行できます"ElementソフトウェアWeb UI""API メソッド"。

このタスクについて

Elementのソースパスをの形式で指定する必要があり <hostip:>/lun/<name>`ます。「LUN」は実際の文

字列「LUN」、 `name はElementボリュームの名前です。

Element ボリュームは ONTAP LUN とほぼ同じです。SnapMirror は、 Element ソフトウェアと ONTAP の間
のデータ保護関係の初期化時に、 Element ボリュームの名前を使用して LUN を作成します。Element ソフト
ウェアから ONTAP へのレプリケーションの要件を満たす既存の LUN がある場合は、その LUN にデータがレ
プリケートされます。

レプリケーションルールは次のとおりです。

• ONTAP ボリュームに格納できるのは、 1 つの Element ボリュームのデータのみです。

• 1 つの ONTAP から複数の Element ボリュームにデータをレプリケートすることはできません。

ONTAP 9 .3以前では、デスティネーションボリュームに格納できるSnapshotコピーは最大251個で
す。ONTAP 9 .4以降では、デスティネーションボリュームに格納できるSnapshotコピーは最大1019個です。

ステップ

1. デスティネーションクラスタから、 Element ソースから ONTAP デスティネーションへのレプリケーショ
ン関係を作成します。

snapmirror create -source-path <hostip:>/lun/<name> -destination-path

<SVM:volume>|<cluster://SVM/volume> -type XDP -schedule schedule -policy

<policy>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、デフォルトのポリシーを使用してSnapMirror DR関係を作成し `MirrorLatest`ます。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-destination-path svm_backup:volA_dst -type XDP -schedule my_daily

-policy MirrorLatest

次の例は、デフォルトのポリシーを使用してユニファイドレプリケーション関係を作成し
`MirrorAndVault`ます。

cluster_dst:> snapmirror create -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-destination-path svm_backup:volA_dst -type XDP -schedule my_daily

-policy MirrorAndVault

次の例は、ポリシーを使用してユニファイドレプリケーション関係を作成します Unified7year。
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cluster_dst::> snapmirror create -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-destination-path svm_backup:volA_dst -type XDP -schedule my_daily

-policy Unified7year

次の例は、カスタムポリシーを使用してユニファイドレプリケーション関係を作成します my_unified。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-destination-path svm_backup:volA_dst -type XDP -schedule my_daily

-policy my_unified

終了後

コマンドを使用し `snapmirror show`て、SnapMirror関係が作成されたことを確認します。コマンド構文全体
については、マニュアルページを参照してください。

ONTAPソースからElementデスティネーションへの関係を作成する

4以降では、SnapMirrorを使用して、ONTAPソースで作成されたONTAP 9のSnapshotコ
ピーをElementデスティネーションにレプリケートできます。LUNを使用してONTAPか
らElementソフトウェアにデータを移行する場合があります。

作業を開始する前に

• Element デスティネーションノードから ONTAP にアクセスできるようにしておく必要があります。

• Element ボリュームの SnapMirror レプリケーションを有効にしておく必要があります。

このタスクについて

Elementのデスティネーションパスをの形式で指定する必要があり <hostip:>/lun/<name>`ます。「

LUN」は実際の文字列「LUN」、 `name はElementボリュームの名前です。

レプリケーションルールは次のとおりです。

• レプリケーション関係には「 async 」タイプのポリシーが必要です。

デフォルトまたはカスタムのポリシーを使用できます。

• iSCSI LUNのみがサポートされます。

• ONTAPボリュームからElementボリュームに複数のLUNをレプリケートすることはできません。

• 1つのONTAPから複数のElementボリュームにLUNをレプリケートすることはできません。

ステップ

1. ONTAPソースからElementデスティネーションへのレプリケーション関係を作成します。

snapmirror create -source-path <SVM:volume>|<cluster://SVM/volume>

-destination-path <hostip:>/lun/<name> -type XDP -schedule schedule -policy

<policy>
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コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、デフォルトのポリシーを使用してSnapMirror DR関係を作成し `MirrorLatest`ます。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm_1:volA_dst

-destination-path 10.0.0.11:/lun/0005 -type XDP -schedule my_daily

-policy MirrorLatest

次の例は、カスタムポリシーを使用してSnapMirror DR関係を作成し `my_mirror`ます。

cluster_dst::> snapmirror create -source-path svm_1:volA_dst

-destination-path 10.0.0.11:/lun/0005 -type XDP -schedule my_daily

-policy my_mirror

終了後

コマンドを使用し `snapmirror show`て、SnapMirror関係が作成されたことを確認します。コマンド構文全体
については、マニュアルページを参照してください。

レプリケーション関係を初期化する

すべての関係タイプで初期化を実行すると、baseline transfer：が実行され、ソースボリ
ュームのSnapshotコピーが作成されて、そのコピーおよびコピーが参照するすべてのデ
ータブロックがデスティネーションボリュームに転送されます。

作業を開始する前に

• レプリケートするボリュームを含む Element ノードから ONTAP にアクセスできるようにしておく必要が
あります。

• Element ボリュームの SnapMirror レプリケーションを有効にしておく必要があります。

• ポリシータイプ「m mirror-vault」を使用する場合は、レプリケートするElement Snapshotコピー
のSnapMirrorラベルを設定しておく必要があります。

このタスクは、またはでのみ実行できます"ElementソフトウェアWeb UI""API メソッド"。

このタスクについて

Elementのソースパスをの形式で指定する必要があり <hostip:>/lun/<name>`ます。「LUN」は実際の文

字列「LUN」、 `name はElementボリュームの名前です。

初期化には時間がかかる場合があります。ベースライン転送はオフピークの時間帯に実行することを推奨しま
す。
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ONTAP ソースから Element デスティネーションへの関係の初期化に何らかの理由で失敗した
場合は、問題（無効な LUN 名など）を修正したあとも初期化が失敗します。回避策は次のとお
りです。

1. 関係を削除します。

2. Element デスティネーションボリュームを削除します。

3. 新しい Element デスティネーションボリュームを作成

4. ONTAP ソースから Element デスティネーションボリュームへの新しい関係を作成して初期
化します。

ステップ

1. レプリケーション関係を初期化します。

snapmirror initialize -source-path <hostip:>/lun/<name> -destination-path

<SVM:volume|cluster://SVM/volume>

コマンド構文全体については、マニュアルページを参照してください。

次の例は、IPアドレス10.0.0.11のソースボリュームとの `svm_backup`デスティネーションボリューム
`volA_dst`の間の関係を初期化し `0005`ます。

cluster_dst::> snapmirror initialize -source-path 10.0.0.11:/lun/0005

-destination-path svm_backup:volA_dst
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の特許権、商標権、または他の知的所有権に基づくライセンスの供与とはみなされません。

このマニュアルに記載されている製品は、1つ以上の米国特許、その他の国の特許、および出願中の特許によ
って保護されている場合があります。

権利の制限について：政府による使用、複製、開示は、DFARS 252.227-7013（2014年2月）およびFAR

5252.227-19（2007年12月）のRights in Technical Data -Noncommercial Items（技術データ - 非商用品目に関
する諸権利）条項の(b)(3)項、に規定された制限が適用されます。

本書に含まれるデータは商用製品および / または商用サービス（FAR 2.101の定義に基づく）に関係し、デー
タの所有権はNetApp, Inc.にあります。本契約に基づき提供されるすべてのネットアップの技術データおよび
コンピュータ ソフトウェアは、商用目的であり、私費のみで開発されたものです。米国政府は本データに対
し、非独占的かつ移転およびサブライセンス不可で、全世界を対象とする取り消し不能の制限付き使用権を有
し、本データの提供の根拠となった米国政府契約に関連し、当該契約の裏付けとする場合にのみ本データを使
用できます。前述の場合を除き、NetApp, Inc.の書面による許可を事前に得ることなく、本データを使用、開
示、転載、改変するほか、上演または展示することはできません。国防総省にかかる米国政府のデータ使用権
については、DFARS 252.227-7015(b)項（2014年2月）で定められた権利のみが認められます。

商標に関する情報

NetApp、NetAppのロゴ、http://www.netapp.com/TMに記載されているマークは、NetApp, Inc.の商標です。そ
の他の会社名と製品名は、それを所有する各社の商標である場合があります。
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